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１．研究計画の概要 

介護保険制度が開始されて 10年が経過し、
介護保険施設は急増したが、全国の介護保険
施設における看護職員の確保状況をみると、
約３～４割の施設で採用予定数を下回って
おり（日本看護協会，2004）、看護・介護職
員のマンパワー不足は慢性的かつ深刻な問
題である。マンパワー不足には、さまざまな
要因による離職率の高さが指摘されている。
その心理的要因として、上司や多職種間の人
間関係から来るストレス、認知症高齢者など
からの暴言、重度要介護高齢者に対する看護
ケアの困難さなどから来るストレスが指摘
されている（百瀬，2007 ; Cohen & 

Noelker,2000）。さらに介護方針の違いや職
場環境、相談する人や場所がないなどがスト
レスを増強させていることが報告されてお
り、職員への教育とストレスマネジメントの
方策に関する研究の必要性が指摘されてい
る（畦地良平，2006）。 

その対応策と職場満足度を高める方法と
して、臨床能力を高めるトレーニングや職場
環境・支援体制の整備、看護師のエンパワー
メントを促進させるプログラム、ストレス低
減のための教育を推奨している（Laschinger 

et al,2001;Bernice,2005）。しかし、具体的な
プログラムの開発や実施・評価は行なわれて
いない。 

本研究の目的は、介護保険施設における看
護師がより効果的にストレスマネジメント
を実践できるようになるための教育プログ
ラムを開発することである。この研究目的を
達成するために、１）介護保険施設に勤務す
る看護師のストレッサー、ストレス反応、お
よびストレスマネジメントの実態を把握す

るための調査を行い、２）その調査結果に基
づき「介護保険施設における看護師のストレ
スマネジメント尺度」を作成するとともに看
護師が効果的にストレスマネジメントを実
践するための知識・能力を習得できる教育プ
ログラムを開発する。３）介護保険施設の看
護師を対象に教育プログラムを試行し、教育
方法・内容、および開発したストレスマネジ
メント尺度、既存のストレス測定尺度を用い
て教育成果を評価する。 

 

２．研究の進捗状況 

 本研究の第一段階の目的は、１）介護保険
施設に勤務する看護師のストレッサー、スト
レス反応、およびストレスマネジメントの実
態を把握することであり、これに関しては、
平成 21 年度にインタビューによりデータを
収集した後に質的分析を行い、実態を記述し
た。その結果と先行文献を参考に、質問項目
を作成し、平成 22 年度に全国規模の実態調
査を実施した。その結果をもとに、第二段階
の目的である、２）「介護保険施設における
看護師のストレスマネジメント尺度」を作成
するとともに看護師が効果的にストレスマ
ネジメントを実践するための知識・能力を習
得できる教育プログラムを開発することを
目指し、現在、調査結果の分析とともに、教
育プログラムの内容の検討を行っていると
ころである。 

調査結果は以下の通りである。 

(1) インタビュー調査の結果 

関東・東海・関西地方の介護保険施設にお
いて研究承諾が得られた施設 12 か所に勤務
する正規職員の看護師 21 名にインタビュー
し、施設の看護業務に起因するストレッサー
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として、【入所者全員に対する安全管理への
気遣い】【余裕がないために入所者の個別性
に配慮したケアが果たせない】【入所者の状
況からケアに対する明るい見通しが立たな
い】【看護師一人が抱えるケアが多すぎる】
【施設のケア方針に制約され実施すべきと
考えるケアが提供できない】【ケア以外に施
設管理業務も行わなければならない】【医師
が不在のために急変時の判断が要求される】
【施設以外からの監視に伴う緊張感】の 8 カ
テゴリーが抽出された。 

(2) 質問紙調査の結果 

調査対象は、全国の介護保険施設に勤務す
る看護師で、データ収集は無記名による自記
式質問紙法とし、WAM NET 介護事業者情報
に登録されている全国の介護保険施設から
2,000 施設を無作為抽出し調査用紙を郵送し、
施設長の承諾が得られた 399 介護保険施設
2,230 名に質問紙は配布され、2,218 名の回
答を得た。看護師配置の比較的多い介護老人
保健施設（Ｎ＝1,444）では、ストレッサー
の単純集計の結果、中央値が高かったのは、
「医師不在時の看護判断への不安」「症状が
非定型的な高齢者の状態変化への対応」「転
倒、感染予防への気遣い」「病院との連携」
に関する項目であった。ストレッサーの因子
分析では、38 項目 9 因子の構造（スタッフ間、
上司とのケア方針の違い、理想のケアが提供
できない、家族調整の困難、入所者からの暴
力や暴言、入所者の感染拡大への不安、仕事
と家庭の両立困難など）が抽出され、ストレ
ス反応の合計得点と有意な関連性が認めら
れた。これらの結果に基づき、ストレッサー
を軽減するために高齢者ケアにおける感染
予防、認知症ケアの知識、効果的なアサーテ
ィブネスの実践方法などを含む教育プログ
ラムを開発する必要性が示唆された。 

  

３．現在までの達成度 

②質的・量的アプローチによる調査の実施が
予定通り遂行でき、「おおむね順調に進展し
ている。」 

 

４．今後の研究の推進方策 
平成 23 年度は、第三の目的である、３）

介護保険施設の看護師を対象に教育プログ
ラムを試行し、教育方法・内容、および開発
したストレスマネジメント尺度、既存のスト
レス測定尺度を用いて教育成果を評価する
ために、教育的介入と評価を行う予定である。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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